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保住敏彦教授退職記念号によせて
愛知大学経済学部長
沈 徹
保住敏彦先生は,2011年3月末をもって愛知大学経済学部を定年退職 さ
れ,同年4月1日付で愛知大学名誉教授に就任されました。愛知大学経済学
会では,これ まで先生 より賜 りましたご指導 とご厚誼に心から感謝の意を表
すため,本 号を保住先生の退職記念号 として刊行することにいた しました。
ここに謹んで本号を先生に献呈する次第です。
保住先生は,1941年1月に徳島県でお生まれにな り,1964年3月に京都
大学教育学部教育学科(比 較教育学専攻)を 卒業後,同 大学大学院経済学研
究科に進学 され,1969年3月に同大学大学院経済学研究科理論経済学 ・経
済史学専攻博士課程を単位取得満期退学されました。先生は同年4月,大 阪
商業大学商経学部専任講師に就任され,そ の後1974年4月に本学法経学部
に経済学史担当の専任講師 として着任 されました。翌年10月同学部助教授,
1985年4月同学部教授 と昇進 され,本 学の改組転換によ り1989年4月から
は経済学部教授に就任,定 年の今年3月まで37年間にわたり勤務されたこ
とになります。 また,1978年4月から1年間および2005年4月か ら半年間,
ブレーメン大学に留学 されています。
保住先生は,理論研究者の中核 メンバー として,本 学の経済学部 ・経済学
研究科における研究 ・教育体制の確立に大きく貢献されたばか りでなく,国
内外における経済理論研究,経 済学史研究の発展にも多大な足跡を残 され
ました。その成果の一一部は博士論文 として結実 しており,1986年1月には,
母校である京都大学から経済学博士の学位を授与されています。
h保住先生は,20世紀初頭の ドイツの経済学者ヒルファディングの経済理
論及び政治経済構想についての研究,ド イツ社会民主主義ないし社会主義の
政治経済思想の研究においてす ぐれた業績を残され ました。 とくにヒルファ
ディングの政治経済構想及び理論の組織資本主義 ・民主主義論が第二大戦後
の ドイッ社会国家を構想する上で重要な役割を果たしたことを明らかにされ
たことは学会で高い評価を受けています。これらの研究は,『ヒルファディ
ングの経済理論一金融資本 ・帝国主義 ・組織資本主義をめ ぐって一』(梓出
版,1984年),『社会民主主義の源流』(世界書院,1992年),『ドイッ社会
主義の政治経済思想』(法律文化社,1993年)において展開されています。
また,1995年～2003年には,シ ュムペーター理論の視点から現代 アジァ
経済の分析を行われ,さ らに,2003年～2010年には,現 在の ドイッ国家
の研究に取 り組まれ,労働市場の現状 と社会政策の研究を行われました。先
生は,一一貫して学史研究 と現実分析を結びつけて研究 を推進 され るととも
に,そ の成果を17冊にも及ぶ共著書や41本もの論文にまとめられ業績を残
してこられました。
また,教 育面においては,経 済学部において経済学史,独 外書研究等を,
また大学院経済学研究科では経済学特殊研究を担当され,優 れた人材の育成
に尽力 くださいました。その結果,た とえば先生の指導を受けた300名を超
えるゼ ミ生は,官公庁や全国の企業などで活躍中であ ります。さらに,桃 山
学院大学,龍 谷大学,同 志社大学,京 都大学,岡 山大学,名 古屋大学,中 部
大学,中 京大学,豊 橋創造大学等でも非常勤講師として教鞭をとられてこら
れました。
保住先生は学会においても著 しい活躍をされました。1968年以降,経 済
学史学会,経 済理論学会,社 会思想史学会,ド イツ現代史学会,国 際シュム
ペーター学会,日 本経済進化学会,ヨ ーロッパ経済学史学会等に所属 され,
特に1997年か らは社会思想史学会の幹事および常任幹事を歴任 されるなど,
学会の発展に大きく寄与されました。 また,2000年から本年までは,豊 橋
日独協会の常任理事 としても活躍されました。
保住先生は,教 育研究に関わる大学の要職 も数多く歴任 され ました。 とり
わけ,大学院経済学研究科長の職を1993年か ら2001年までお勤めにな り,
本学の経済学研究の発展に多大な貢献をなされました。 この他にも,国際交
流委員会委員長,愛 知大学豊橋図書館長,司 書課程運営委員会委員長,外 国
人留学生別科長 として,本 学の運営にも心血を注いで下さいました。
このように保住先生は,理 論経済学および経済史学に関する研究 ・教育,
大学の運営 ・管理に大 きく寄与 され,そ の功績は極めて顕著であります。 ま
た,先 生はまった く活動的で,今 でも毎年のように,国 内ばかりでなく欧州
やアジアを訪問され,流 暢な ドイツ語,英 語を駆使 して多くの研究仲間や友
人を作って来られました。後進の研究者の多くが,先 生の紹介によりいくた
びも外国の大学人 と交流を経験することがで きました。 こうした数々のご功
績や私たちがこれまでに先生より賜った学恩に対 して,あ らためて深 く敬意
と感謝の意を表するとともに,先生のこれか らのご健勝 と一層 のご活躍を祈
念する次第です。
